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【開催日】 令和５年２月２８日（火） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時～午後３時３７分 

【出席委員】 

分科会長 藤 岡 修 美 副分科会長 中 岡 英 二 

委員 恒 松 恵 子 委員 中 島 好 人 

委員 中 村 博 行 委員 森 山 喜 久 

委員 矢 田 松 夫   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

なし 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 経済部長 辻 村 征 宏 

経済部次長兼農林水産課長 川 﨑 信 宏 商工労働課長 田 尾 忠 久 

商工労働課課長補佐 植 田 達 也 商工労働課主査兼商工労働係長 宮 本   渉 

商工労働課企業立地推進室主任主事  久 保 弘 明 農林水産課技監 山 﨑 誠 司 

農林水産課農林係長 山 口 大 造 農林水産課農林係主任主事  稲 葉   徹 

農林水産課水産係長 藤 澤   竜 農林水産課耕地係長 本 多 享 平 

建設部長兼大学推進室長 大 谷 剛 士 建設部次長兼都市計画課長  高 橋 雅 彦 

土木課長 中 村 景 二 土木課課長補佐 大 和 毅 司 

土木課主査兼管理係長 壹 岐 雅 紀 土木課道路整備係長 三 塩 泰 史 

土木課河川港湾係長 立 野 健一郎 土木課用地係長 日 髙 辰 将 

都市計画課主査兼都市整備係長 藤 本 英 樹 都市計画課計画係長 佐久間 庸 次 

都市計画課都市整備係主任技師 一 力 大 地 建築住宅課長 臼 井 謙 治 

建築住宅課課長補佐 石 橋 啓 介 建築住宅課住宅管理係長 縄 田   誠 

建築住宅課建築係長 山 本 雅 之 農業委員会事務局長 幡 生 隆太郎 

農業委員会事務局次長 銭 谷 憲 典 監理室主査兼検査係長 石 田 佳 之 
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【事務局出席者】 

局長 河 口 修 司 主査兼議事係長 中 村 潤之介 
 

【審査内容】 

１ 議案第２号 令和４年度山陽小野田市一般会計補正予算（第９回）について 

 

午後１時 開会 

 

藤岡修美分科会長 それでは一般会計予算決算常任委員会産業建設分科会を開

会いたします。審査内容につきましてはお手元に配付してある資料のと

おりであります。まず、議案第２号令和４年度山陽小野田市一般会計補

正予算（第９回）について、審査番号①番の農業委員会、それから、経

済部農林水産課に係る案件について審査を進めてまいります。執行部の

説明を求めます。 

 

幡生農業委員会事務局長 令和４年度山陽小野田市一般会計補正予算（第９回）

の農業委員会分につきまして説明します。歳入及び歳出とも、実績及び

決算を見込んだ補正です。最初に、歳出から説明します。補正予算書の

３６ページ及び３７ページ並びに右上に「農業委員会資料１」とありま

すＡ４横の資料を御覧ください。６款農林水産業費、１項農業費、１目 

農業委員会費につきましては、補正前の額６，１８３万６，０００円を

８３９万４，０００円減額し、補正後の額を５，３４４万２，０００円

とするものであります。まず、１節報酬ですが、説明欄のとおり、委員

報酬を８２３万３，０００円減額します。農業委員及び農地利用最適化

推進委員の報酬には、毎月支払われます定額の基本給と、年１回支払わ

れます委員の活動に応じた能率給があります。今回の減額補正は後者、

能率給の減額であります。これは、本年度の能率給の額が確定したこと

によるものです。能率給の算定につきましては、令和３年度、昨年度ま

では、活動実績払いとして、国が定めた単価に委員の活動月数を乗じた

額と、成果実績払いとして、国が定めた単価に農地の集積や遊休農地の
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解消に対する評価点を乗じた額を合算して交付する、単価による「いわ

ゆる絶対評価方式」による算定でした。これが昨年２月に農林水産省の

経営局から通知が出まして、大幅に改正されました。令和４年度からは、

Ａ３版の農業委員会資料２の左下の記載のとおり、４月から９月まで、

これは令和４年度の特例になるんですけれども、令和５年度からは１年

間となりますが、今年は半年間の、いわゆる推進委員等の活動実績の評

価点と、推進委員等と農業委員会の成果実績の評価点を国が集計し、順

位付けして、国が県を通じて各農業委員会への配分額を決定する方式へ

と変わりました。非常に複雑になったんですけれども、従来の単価によ

る「絶対評価方式」から、国が全国の農業委員会の成果実績や活動実績

を集計して、それぞれの農業委員会に偏差値を付けて配分額を決定する、

いわゆる「相対評価方式」になった、すなわち交付金の配分の方法が単

価による絶対評価から相対評価に変わったということです。山陽小野田

市農業委員会のランク付けを国に問い合わせましたが、答えられないと

のことでした。Ａ３版の農業委員会資料２の右側の表は、県内各市町の

配分状況です。交付金額では、山陽小野田市は県下で３番目に位置しま

すが、交付金額は委員人数の多寡によるもので、一番のポイントとなる

のが、委員１人当たりの配分額です。換算すると、山陽小野田市はトッ

プで、２番目が周南市となります。なお、委員の活動の状況ですが、左

側の表を御覧ください。昨年４月から１２月までの実績となっています。

参考までに、昨年度の委員報酬の能率給と比較したところ、昨年度が

７３９万６，０００円に対し、本年度が７３６万３，０００円で、ほぼ

同額となりました。次に、１０節需用費、消耗品費２万７，０００円の

減額は、委員に配布しましたタブレット端末の防塵防水ケース等の費用

で、３者に対して見積を徴したところ予算執行が減じたものです。１１

節役務費、通信運搬費１２万４，０００円の減額は、タブレット端末の

通信料の減額です。ＳＩＭカードの納品の遅れや初月無料サービスなど

があり、通信料が９か月分から６か月分になったため、予算執行が減じ

たものです。続きまして、歳入につきまして説明します。補正予算書の

１８ページ及び１９ページを御覧ください。１６款県支出金、１項県負
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担金、３目農林水産業費、県負担金、補正前の額１，８３８万２，０００円

を８４５万２，０００円減額し、補正後の額を９９３万円とするもので

す。なお、歳入の内訳は、Ａ４版の資料１の歳入欄を御覧ください。な

お、真ん中の能率給につきましては、歳出のところで説明したとおりで

す。説明は以上です。御審査のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

藤岡修美分科会長 引き続いて農林水産課分の説明をお願いします。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 それでは、令和４年度一般会計補正予算につ

いて御説明します。まず、歳出について御説明します。補正予算書３６、

３７ページをお開きください。６款農林水産業費、１項農業費、３目農

業振興費、１８節負担金、補助及び交付金、農地集積協力補助金４８３万

２，０００円の増額です。これは、担い手に農地を集積することで集積

協力金が地元生産者で構成する団体に支払われ、さらに効率的にするた

め、担い手が耕作する農地を飛び地にせずにまとめると集約化奨励金が

支払われます。今回、埴生干拓において、約１３ヘクタールの集積があ

り、集積協力金が２１１万４００円、さらに１３ヘクタールのうち１０

ヘクタールを隣接地にまとめたことによる集約化奨励金が３１７万

１，０００円、合計５２８万１，４００円見込まれることから、不足額

４８３万２，０００円を増額するものです。３８、３９ページをお開き

ください。次に、６款農林水産業費、１項農業費、４目農地総務費、

１８節負担金、補助及び交付金 多面的機能支払制度補助金４７８万円

の減額です。これは、当初予算を交付金１００％で計上していましたが、

交付金内示額が申請額に対して減額となりましたので、その額４７８万円

を減額します。次に、２２節償還金、利子及び割引料５万３，０００円

の減額です。これは、多面的機能支払制度補助金の交付金対象農地から

農地転用等の理由により除外した場合は、遡及して交付金を返還します。

その交付金が確定したので５万３，０００円減額するものです。次に、

５目土地改良事業費、１０節需用費、印刷製本費２万４，０００円の減

額は、高潮ハザードマップの印刷製本費の入札減による減額です。次に、
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１２節委託料、調査設計委託料１７万円の減額は、山陽地区にある修理

田ため池の切開工事に係る調査設計委託料の入札減に伴うものです。ハ

ザードマップ作成委託料１３７万８，０００円の減額は、業務委託料の

入札減に伴うものです。次に、１４節工事請負費１６８万１，０００円

の減額は、山陽地区にある萩原ため池の切開工事に係る工事請負費の入

札減に伴うものです。次に、１８節負担金、補助及び交付金、県事業負

担金１，１９５万４，０００円の減額です。資料で御説明します。資料

①が県事業負担金をまとめたものです。資料②は位置図になります。資

料①を御覧ください。表の上段から地区名ごとに御説明します。まず、

洗川は、危険ため池改修工事に係る工事請負費の入札減に伴う１００万

９，０００円の減額です。次の石井手は、補正がありません。次に、沖

開作は、排水機場改修に係るものです。コロナ禍の影響で施設機器の入

荷が困難になったため、工事発注から施設の詳細設計に変更したことに

伴う２，１５０万円の減額です。次に、黒崎開作は、護岸改修工事に係

る工事費の増額に伴う２３４万３，０００円の増額です。次に、松屋埴

生は、同じく、護岸改修工事に係る工事費の増額に伴う６１０万円の増

額です。次に、王喜東は、ほ場整備に係る当初予算に対する国の内示割

れに伴う１９７万７，０００円の減額と国の補正に伴う４０８万

９，０００円の増額で、差引き２１１万２，０００円の増額となります。

以上、県事業負担金合計では、１，１９５万４，０００円の減額で、補

正後３，８８０万８，０００円となります。予算書３８、３９ページを

御覧ください。次に６款農林水産業費、２項林業費、２目林業振興費、

１８節負担金、補助及び交付金、有害鳥獣捕獲奨励補助金４９万

１，０００円の増額です。これは、今年度予算審査のときに、「駆除実

績に対して予算が少額であるため十分な予算を確保すること。」との附

帯決議がありましたので、今年度末の捕獲数を見込んで不足額を増額す

るものです。資料③を御覧ください。関係者への聞き取りによりまとめ

た捕獲見込み数の詳細を御説明します。Ｒ４を御覧ください。イノシシ

は４月から１０月の実績６３頭に加えて、１１月から３月の見込みを

３３８頭とし、総数を４０１頭としています。シカについては、１頭の
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実績に加えて３０頭を見込み、総数を３１頭としています。ヌートリア

については、１９匹の実績に加えて、１０匹を見込んで、総数２９匹と

しています。サルについては３匹を見込んでいます。その結果、下段の

表に示しているように、当初予算に対して４９万１，０００円の不足が

生じており、その額を増額します。予算書３８、３９ページをお開きく

ださい。次に６款 農林水産業費、３項水産業費、２目水産業振興費、

１８節負担金、補助及び交付金、漁業近代化資金利子補給金１，０００円

の増額は、今年度に資金の借入れが１件あり、その借入れに対する利子

補給です。次に３目漁港建設費、１４節工事請負費１，９９９万

９，０００円の減額は、埴生漁港改修事業に係る当初予算の内示割れに

伴うものです。予算書４８、４９ページをお開きください。次に、１１

款災害復旧費、３項農林水産業施設災害復旧費、１目農業施設災害復旧

費、１２節委託料、調査設計委託料２２０万円の減額は、災害申請箇所

の変更に伴うものです。次に、１４節工事請負費１，７３６万２，０００円

の減額は、令和４年７月豪雨災害、台風１４号災害での国の査定結果、

入札減に伴うものです。続きまして、歳入について御説明します。予算

書１４、１５ページをお開きください。１３款分担金及び負担金、１項

分担金、２目農林水産業費分担金、１節農業費分担金、災害復旧事業分

担金５１１万１，０００円の減額です。これは、災害復旧事業分担金徴

収条例に基づき地元分担金を徴収しますが、増高申請を行い負担割合が

下がったことによる減額です。増高申請により国の負担割合が上がり、

市及び地元負担割合が下がりました。地元負担割合が２５％から８．１％

となり、決算を見込んで５１１万１，０００円を減額します。１６、１７

ページをお開きください。１５款国庫支出金、１項国庫負担金、４目災

害復旧費国庫負担金、２節農林水産業施設災害復旧費国庫負担金、農業

施設災害復旧費 ８０４万４，０００円の増額は、査定設計委託料が補

助対象となったことと増高申請により国の負担割合が増えたことによる

決算を見込んで増額するものです。国の負担割合の増加の内訳は、農地

災害については５０％が８３．３％、農業用施設災害ついては６５％が

被災の時期により９４．５％又は９７．１％となります。次に、２項国
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庫補助金、４目農林水産業費国庫補助金、１節水産業費国庫補助金、農

山漁村地域整備交付金７０万２，０００円の減額は、高潮ハザードマッ

プ作成に係る決算を見込んだ減額です。１８、１９ページをお開きく

ださい。次に、１６款県支出金、１項県補助金、３目農林水産業費県

補助金、１目農業費県補助金、多面的機能支払制度交付金３５８万５，００

０円の減額は決算を見込んだものです。機構集積交付金４８３万２，００

０円の増額は、埴生干拓の農地集積に係る県補助金です。農業水路等長

寿命化・防災減災事業補助金１８５万２，０００円の減額は、ため池の

切開工事と業務委託費の入札減に伴うものです。次に、３節水産業費県

補助金、地域水産物供給基盤整備事業補助金１，６００万円の減額は、

埴生漁港護岸整備に係るものです。２２、２３ページをお開きください。

２１款諸収入、４項雑入、３目雑入、６節農林水産業費雑入、多面的機

能支払制度補助金過年度返還金７万１，０００円の減額は、決算を見込

んだものです。次に、２２款市債、１項市債、４目農林水産業債、１節

農業債、農業施設整備事業債６４０万円の減額、海岸保全施設整備事業

債７６０万円の増額です。２節水産業債、水産業施設整備事業債は、

３６０万円の減額です。２４、２５ページをお開きください。１０節災

害復旧債、２節農林水産業施設災害復旧債、農業用施設災害復旧事業債

は、１，３５０万円の減額です。６、７ページをお開きください。繰越

明許費補正です。６款農林水産業費、１項農業費、防災重点ため池等廃

止事業６５１万９，０００円は、萩原ため池切開工事に係るもので、５

月末までに完了予定です。県営農業競争力強化基盤整備事業４０８万

９，０００円は、王喜東地区ほ場整備事業に係るものです。３項水産業

費、刈屋漁港海岸保全施設整備事業４，８０８万円は、西の浜排水機場

整備工事に係るものです。埴生漁港整備事業７１２万５，０００円は、

陸こう工事に係るものです。８、９ページをお開きください。１１款災

害復旧費、３項農林水産業施設災害復旧費、農業施設災害復旧事業

２，１７８万２，０００円は、１２か所の工事のうち６か所を繰り越す

ものです。事業完了予定は耕作に支障のない５月末です。９ページを御

覧ください。債務負担行為補正です。漁業近代化資金利子補給金の補給
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期間は令和５年度から１４年度の１０年間、限度額は９万６，０００円

の追加です。１０ページをお開きください。地方債です。海岸保全施設

整備事業債限度額の補正です。補正前４，９４０万円を補正後５，７００万円

としています。以上です。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

幡生農業委員会事務局長 ３７ページをお開きください。先ほど説明の中で、

農業委員会の報酬の補正額につきまして、８２３万３，０００円減額と

説明いたしましたが、正確には８２４万３，０００円の減額でした。訂

正し、おわび申し上げます。 

 

藤岡修美分科会長 それでは執行部の説明がありましたので、これから委員の

質疑を求めたいと思います。まずは、農業委員会所管部分。歳出の３６、

３７ページの説明がありましたが、報酬等を含めて細かい説明ありまし

た。 

 

森山喜久委員 農地利用最適化交付金の関係になります。農業委員の方々、そ

して、最適化推進委員の方々の努力で実績が上がっていると改めて思い

ました。ただ、県内で、１人当たりの単価でいえばトップになるという

お話があったんですが、それでも交付金全体からすれば約半分じゃない

ですか。それはこれ以上解消しようがないってことなんですかね。 

 

銭谷農業委員会事務局次長 当初予算は、交付額が見込めませんので、最高額

の能率給の報酬条例に記載している金額の上限を計上しております。そ

して、実績に合わせて補正で減額させてもらっています。以上です。 

 

幡生農業委員会事務局長 Ａ３でお配りした表の左側を見ていただくと、委員

の今年４月から１２月までの活動実績が載っていると思います。上が農

業委員、下が最適化推進委員でして、ここには記載していないんですが、

農業委員が大体月に９．２２日、最適化推進委員が大体１０．３５日と

なっています。山陽小野田市が目標としたのは、大体１か月に１０日な
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んです。だから、大体目標のとおりの活動をされており、この結果とな

っております。これを上げるためにはもう少し活動してもらわなければ

ならない。しかし、今、ほぼ目標達成しておりますから、満足してはい

けないんですけれども、そういうことでございます。 

 

森山喜久委員 月平均１０日活動されているのはすごいことだと思うんです。

逆に言えば、それだけやっていて予算のほうも大枠全部取っている、予

算確保的な部分で要求するのは分かるんですよ。でも、そんなに頑張っ

ていても、全体の分の半分しかもらえないという部分が寂しいというか、

例えば、７割とか８割とかもらうすべはないのかと思ったわけなんです

が、その辺何かありますか。 

 

幡生農業委員会事務局長 今まで国が去年と今年５１億円あるんですね。それ

で、今回相対評価になって、国が全国の活動日数とか成果の状況を把握

しております。それで、５１億円のうち一体どのぐらい消化したのかを

聞いても答えないですね。だから、うちが半分になったから全体的にど

うなのかは分からないから、評価ができない状況ですね。 

 

矢田松夫委員 この報告書ですが、手書きじゃなくて、タブレットを使っての

報告書と捉えていいですか。 

 

幡生農業委員会事務局長 タブレットの運用が来年４月からになります。活動

報告につきましても、４月１日にアプリケーションがリリースされます

から、４月１日からはタブレットを用いた活動報告に切り替えていきた

いと考えております。そのために、農業委員等は２８人いますけど、農

業委員のタブレットの習熟度、どれだけ使えるかによって、３チームに

分けての研修を毎月必ず１回しておりますし、個人レッスンも受け付け

ておりますから、結構、毎月個人レッスンに来られる方もいらっしゃい

ます。ですから、来年度からもタブレットで報告もしていただきますし、

利用状況調査もしますし、意向調査もするということになります。 



 10 

 

藤岡修美分科会長 ほかに質疑はありますか。先ほど相対評価方式、なかなか

細かい説明が教えてもらえないということでしたけども、大ざっぱでい

いんですけど、どういうものか教えてもらえますか。 

 

幡生農業委員会事務局長 今までは単価が出て、それに活動した月数に委員数

を掛けたものと、農地の集積や遊休農地の解消、うちは遊休農地の解消

が少なくて、農地の集積は結構あるんですが、その度合いによって単価

を掛けて出しておったのが、今回、国が農地の集積の状況とか活動日数

とかを全部国のほうに出したんです。国が全国の状況の中で、それぞれ

の市町の活動状況に応じて、いわゆる偏差値を付けていくんです。我々

が学校のときに偏差値があったと思うんですけど、それを付けていって、

それに伴って配分することになりましたので、詳しいところを聞こうと

して、県を通じて中四国農政局に聞くんですけど、なかなか回答がない、

教えてくれないんです。だから、どういう評価をされているかは今のと

ころはっきり分からないです。 

 

藤岡修美分科会長 分かりました。また分かったら説明をお願いします。 

 

矢田松夫委員 この需用費のタブレットのケースについては、今回購入時期が

決まったから、あえて今回出したということですか。前回もそのような

金額で、タブレットのケースを購入するという提示があったというか内

訳に出ていたんですが、こういうことでいいんですか。 

 

銭谷農業委員会事務局次長 県の補助金が一本で、能率給とタブレット管理の

経費と農業委員会交付金とまとめて入ってきますので、タブレットのケ

ースの減額とかは、少しの金額なので減額するほどではないんですけど、

歳入と合わせるために全部まとめて補助金関係を補正したものです。 

 

中岡英二副分科会長 この資料を見ますと、農業委員各自で活動の日数にかな
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りばらつきがあると思うんですが、最低活動日数などの決まり事はある

んでしょうか。 

 

銭谷農業委員会事務局次長 全体を説明しますけど、委員の活動実績は、毎月

の活動日数を本市でも目標を１０日としておりましたが、１０日を達成

すると評価が良くなって、１３日を超えると更に評価点が良くなるシス

テムになっておりました。評価が１０日と１３日の２種類があって、合

計で、最低の委員が本市の場合１点、最高の委員は８点で、全委員の合

計は１３１点でした。次に、委員会の成果実績とは、市全体の成果実績

のことですけど、農地の集積状況や遊休農地の解消面積や新規参入の促

進面積等の評価があり、評価の合計は７点でした。さらに、委員の成果

実績も上記の委員会の成績、成果実績の数値を委員ごとに割り振ったも

ので、評価点が最低の人が４点、最高の人が９点でした。全委員の合計

は１５６点でした。ただし、先ほど局長が言いましたように、これらの

評価点で幾らが交付されるかは、内示があるまでは分かりませんでした。 

 

藤岡修美分科会長 ほかに農業委員会関係についてよろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）それでは、農林水産課分について、３６、３７ページの

６款農林水産業費の農業費、３目農業振興費、それから４目農地総務費

から５目の土地改良事業費までですか。ここまでで。 

 

森山喜久委員 ３７ページの農地集積協力補助金の件で、埴生干拓で１３ヘク

タールの集積という話を言われたと思うんですが、これは個人なのか、

団体なのか、そして、どういった作付費目なのかを教えてもらっていい

ですか。 

 

稲葉農林水産課農林係主任主事 まず、集積された方については、個人の方、

法人の方がいらっしゃいます。その個人の方と法人の方については、認

定農業者あるいは認定新規就農者になる予定の方です。申し訳ございま

せん、作付品目については、それぞれ多数ありましてちょっと今すぐに
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回答ができません。申し訳ございません。 

 

森山喜久委員 認定農業者若しくは認定新規就農者になる予定の人ということ

ですか。なっている人ですか。どちらでしょう。 

 

稲葉農林水産課農林係主任主事 認定農業者又は認定新規就農者に現在なって

いる方と、今年度中に、認定農業者、認定新規主農者になられる方が含

まれております。 

 

森山喜久委員 一個人一法人ということなんですかね。就農されている方々、

集めるところの相手方は。例えば２人と１法人みたいな。実際その辺っ

て、具体的に名前を言うことはできないんですか。どうなんですか。 

 

稲葉農林水産課農林係主任主事 個人の方が３名と、４法人になります。 

 

藤岡修美分科会長 いいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）ほか、５目までで

質疑はありますか。 

 

森山喜久委員 基本的なことを教えてもらいたいんですけど、集積をこの度さ

れるということで、何年間作付するとかいう、そういった条件を教えて

もらっていいですか。 

 

稲葉農林水産課農林係主任主事 集積するのは、今年度から２年後までに集積

しなさいとなっております。耕作については、１０年間ほど引き続きす

るようにとなっております。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）先ほどの説明

で、多面的機能支払制度補助金で、交付金を１００％で見込んでおった

のが減額になったという説明がありましたけども、この原因というか、

国の方針なんですか。 
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本多農林水産課耕地係長 先ほど御説明の中でありました多面的機能支払のほ

うなんですが、内示額が１００％付かなかったという説明の中でありま

したが、多面的機能が大きく３種類の事業に分かれております。農地維

持と共同活動、長寿命化とこの三つになりますが、農地維持と共同活動

については１００％付いております。そのうち長寿命化について、７７．８％

ほど内示が付いております。こちらが前年度に比べて昨年度は８１％の

内示でしたが、今年度７７．８％となり、年々下がってきている状況に

なっております。 

 

森山喜久委員 土地改良事業費委託料でハザードマップ作成委託料ありました

ね。ハザードマップは、もう完成されたということですか。 

 

本多農林水産課耕地係長 一応こちらの高潮ハザードマップなんですが、四つ

の省庁がお金を出し合って作成しているようになっております。作成は

土木課に執行委任を掛けておりますので、詳細が分からないんですが、

一応完成したとは聞いております。 

 

森山喜久委員 分かる範囲でいいんですけど、配布予定はいつか分かりますか。 

 

本多農林水産課耕地係長 詳細まで確認しておりませんので、お答えできませ

ん。 

 

藤岡修美分科会長 土木ね。それでは次に移ります。林業費ですね、２項林業

費、林業振興費。 

 

森山喜久委員 先ほど頂いた資料３を基に質問したいんですけれど、１回目は

いつ支払われたか、教えてもらっていいですか。 

 

山口農林水産課農林係長 市費については４月から１０月までの分を取りまと
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めて、１２月には交付していたと認識しております。 

 

森山喜久委員 相手はどこに出したのか。いいですか。 

 

山口農林水産課農林係長 交付対象については、有害鳥獣対策協議会に交付し

ております。 

 

森山喜久委員 昨年、結局附帯決議やって、年２回以上の支払をと求めました。

その中に、最前線で有害鳥獣の駆除、捕獲に走っている、頑張っていら

っしゃる方々に、ちゃんと補助金が早い段階で手元に行くようにという

ことでやっているんですよね。市が補助金を協議会に出したのは分かり

ます。ただ、その後、協議会から現場の方々に、速やかに行っているの

かどうか、その辺はどうなんでしょうか。 

 

山口農林水産課農林係長 協議会から各猟友会に支払をさせていただいて、猟

友会から支払をされていると認識しております。 

 

森山喜久委員 確認はされていますか。 

 

山口農林水産課農林係長 猟友会からの支払について、明確な確認は取れてお

りません。 

 

森山喜久委員 そちらは猟友会にまたその確認をお願いします。ですので、協

議会のほうにはこの４月から１０月分の数字をもう出されて、今回はそ

れ以降の１１月から３月までの分を含めた形で補正が計上されていると

いう認識でいいですよね。 

 

山口農林水産課農林係長 はい、委員のおっしゃるとおりです。 

 

中島好人委員 ちょっと聞いてみるんですけども、今年の初めに猟銃関係で事
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故があったと聞いているんですけど、分かりますか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 県内で狩猟による事故が起こっておりますが、

詳細はなかなか我々のほうには届いておりません。以上です。 

 

中島好人委員 だから、事故があったのは事実なんですね。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 はい、事故はありました。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは水産

業費で質疑を求めます。 

 

森山喜久委員 漁業近代化資金の利子補給金は、個人の方、団体、どちらでし

ょうか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 １名、個人の方です。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか、水産業費は。（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは、４８、４９ページ。災害復旧費３項、１目農業施設災害復旧

費です。 

 

森山喜久委員 工事請負費の減額は、全てがもう入札減のみということでいい

ですかね。 

 

本多農林水産課耕地係長 大幅には入札減ですが、若干、査定のときに落ちて

いる部分もあります。 

 

藤岡修美分科会長 調査設計委託料の説明で、災害申告箇所の変更というのが

あったんですが、これを説明していただけますか。 
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本多農林水産課耕地係長 先ほど御説明の中でありました１２件は工事なんで

すが、実際災害があった箇所は１９か所ありました。その１９か所のう

ち、また、Ａ、Ｂ、ＣだったりＡ、Ｂか所、その箇所数がありますので、

その災害に載せられる、載せられないというところがあって、箇所が変

更になったという形になっております。 

 

藤岡修美分科会長 はい、分かりました。歳出はよろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）歳入、１４、１５ページです。いいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）それから、１６，１７ページの４目災害復旧費国庫負担

金の農業施設災害復旧費です。地元負担が減ったと。国庫補助金の４目

農林水産業費国庫補助金。この減額。いいですか。（「はい」と呼ぶ者

あり）それから、２２、２３ページ。あ、飛んだな。１８、１９ページ

の農林水産業費県負担金。それから市債です。２２、２３ページ、農林

水産業債、雑入の６節農林水産業費雑入。よろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）あとは、２４、２５ページ市債の災害復旧債１，３５０万円

の減額です。ないですか。（うなずく者あり）それでは債務負担行為の

補正、それから地方債の補正、繰越明許費補正で質疑はありますか。債

務負担行為補正が９ページ、地方債の補正が１０ページ、繰越明許費の

補正が７ページです。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それ

では、以上で質疑を終わります。それでは、職員入替えのため１０分休

憩します。２時５分再開とします。 

 

午後１時５４分 休憩 

 

午後２時５分 再開 

 

藤岡修美分科会長 それでは分科会を再開します。令和４年度山陽小野田市一

般会計補正予算第９回の経済部商工労働課分について執行部の説明を求

めます。 
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田尾商工労働課長 それでは補正予算書は３８ページ、３９ページをお開きく

ださい。７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、１８節負担金、補

助及び交付金、地方バス路線維持費補助金の増額についてです。こちら

につきましては、お手元にお配りしております「地方バス路線維持費補

助金の増額補正について」という資料を御覧ください。本市では、地方

バス路線の維持を図るため、市内を運行するバス事業者に対しまして地

方バス路線維持費補助金を交付しています。令和４年度は、当初予算で

１億３，８２０万円を見込んでおりましたが、その後の運行実績を踏ま

え、最終的に１億４，３４５万９，０００円を要する見込みとなったこ

とから、差額の５２５万９，０００円について増額補正を行うものです。

当補助金の令和４年度実績の詳細につきましては、その下の表を御覧く

ださい。昨年度決算額との比較で８３９万円の増額となっておりますが、

表下のコメ印にありますとおり、昨年度は国においてコロナ禍を踏まえ

た国庫補助路線の特例措置の実施により国の負担分が増額となったため、

結果として本市負担分が減額となったという経緯があります。そうした

国の特例措置の影響を排した額は括弧書きの部分であり、それとの比較

では、昨年度から１，４８３万２，０００円の減額となっております。

こうしたことから、コロナ禍により大きな打撃を受けた本市公共交通も、

徐々にではありますが、その影響を脱し、利用者数が回復傾向にあるの

ではないかと考えております。なお、今年度における国の特例措置につ

いては、現時点で未定です。次に、４０ページ、４１ページをお開きく

ださい。２目商工振興費、１２節委託料、山口東京理科大学生市内定住

促進業務委託料の減額です。これは、本市に住民票を置く山口東京理科

大学の学生に対してインセンティブとして住まいる奨励金を最大３万円

交付する事業です。当初予算で２１０人分の交付を見込んでおりました

が、実際の交付人数が１０３人となりましたので、実績に基づき３２６万円

ほど減額するものです。次に、１８節負担金、補助及び交付金、工場設

置奨励金の減額についてです。企業の工場新・増設に伴い計上していた

工場設置奨励条例による支援措置のうち、固定資産税額の一部を交付す

る工場設置奨励金について、当初４，０６４万６，０００円の交付を見
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込んでいましたが、対象企業より実際に申請された金額は３，６８９万

７，０００円となりましたので、実績に基づき３７４万９，０００円を

減額するものです。続きまして、用地取得奨励金の減額についてです。

小野田・楠企業団地に進出した企業に対し、操業開始後６か月経過後に

用地取得金額の４０％を交付する用地取得奨励金について、当初対象企

業が令和４年９月の操業を予定されていたため、令和４年度での交付を

予定していましたが、工事着工の遅れにより操業が令和５年４月に延期

されたため、５，６８７万９，０００円を減額するものです。その下の

商業振興諸行事補助金の減額についてです。商業振興を目的として商店

街等が実施するイベントや祭りに対して補助金を交付しているところで

すが、新型コロナウイルス感染症の長期化の影響により行事が中止や縮

小となりましたので１９９万円ほど減額するものです。次に、２０節貸

付金の減額です。これは、本市の融資制度を金融機関に実施してもらう

ために、各金融機関に預け入れる預託金を今年度の実績に基づき減額す

るものです。各金融機関と預託金を融資基金として運用していただく契

約を締結しており、今年度貸付実績や融資残高の状況では、各金融機関

に追加で預託する必要がないと判断したため、預託金予算を減額するも

のです。減額する額は、一般資金、起業家支援資金などの中小企業振興

資金預託金を１，０００万円、大型店対策資金を５００万円の合計

１，５００万円です。続きまして、歳入です。２０ページ、２１ページ

をお開きください。２１款諸収入、３項貸付金元利収入、３目商工費貸

付金元利収入、１節中小企業融資金貸付金元利収入１，５００万円の減

額です。これは、歳出で御説明しました各金融機関に預け入れる預託金

の減額に伴う貸付金の元金収入の減額です。次に２２ページ、２３ペー

ジをお開きください。４項雑入、３目雑入、７節商工費雑入の増額です。

現在、山陽小野田市地域公共交通会議に負担金を支出し、本市公共交通

のマスタープランである地域公共交通計画の策定を進めているところで

す。その策定に係る国庫補助金は、地域公共交通会議に対して交付され

ることとなっており、今般、交付額の見通しが立ちましたので、同額を

地域公共交通会議から本市へ収納できるよう歳入予算の増額補正を行う
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ものです。続きまして、繰越明許費です。７ページを御覧ください。７款

商工費、１項商工費、駅舎バリアフリー化整備事業７，３１０万８，０００円

の繰り越しです。ＪＲ厚狭駅は、バリアフリー法に基づくバリアフリー

施設整備工事の実施対象となっており、所要の設計・工事に係る事業費

の一部をＪＲ西日本に補助金として交付しております。昨年度末をもっ

て新幹線側の工事を完了し、今年度から、本格的に在来線側のエレベー

ターや内方線付き点状ブロック、多機能トイレの整備等に着手している

ところです。こうした中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響

により、人員配置や勤務体系、事業計画の変更等を余儀なくされ、関係

者間の調整に時間を要したことなどから３月末までの完了が困難な状況

のため、事業を繰り越すものです。次にその下の小野田・楠企業団地イ

ンフラ等整備事業２，５２５万２，０００円の繰り越しです。小野田・

楠企業団地において、防火水槽設置工事を行っており、事業を進めてい

く際に、粘着力の高い土砂の影響による採掘の遅れや水槽設置に支障が

生じるために汚水ますの移設が必要なったもので、不測の日数を要して

おります。そのため、３月末までの完了が困難な状況のため、事業を繰

り越すものです。以上で、説明を終わります。御審査のほど、よろしく

お願いします。 

 

藤岡修美分科会長 執行部の説明が終わりました。歳入から、３８、３９ペー

ジの、７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、地方バス路線維持費

の補助金の補正から質疑を求めます。資料も含めて。 

 

中島好人委員 昨年度はコロナの関係で国の特例措置があって、だから本市の

出すものが減額になったけども、本市は、今の状況では、まだ決まって

いないということで、結局決まっていないから、増額になったのかとい

うことと、もう一つは、昨年はいつ頃そういう国の特例措置が交付され

たのか。今年との違いはどこにあるのか。その辺についてお尋ねしたい

と。 
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植田商工労働課課長補佐 お答え申し上げます。まず最初の御質問です。昨年

度はコロナの関係で国の特例措置がありまして、今年度に関しましては、

ちょっと今のところ、国でも予算は組んでおるんですけれども、まだそ

の予算が少しなかなか見通しが立たない、少し不足しているというよう

な事情もありまして、どれほど地方に対して補助ができるのかというの

は、ずっと検討しておると聞いております。そうしたことから、現時点

におきましては、今年度の特例措置による本市のバス会社に対する補助

金の額というところが、まだ確定しておりませんので、現時点ではいか

ような状況にも対応できるように、本市の補助金分については増額補正

をさせていただきたいということで５２５万９，０００円を増額補正と

して計上しております。そして２点目です。昨年度は、２月の上旬ぐら

いには、国からのそうした具体的な通知がありまして、それに基づいて、

補正予算の必要性の有無について判断させていただいたところですけれ

ども、今年度は、現時点におきましてもまだ国の通知がありませんので、

恐らく３月中には当然のことながら通知があろうかと思いますけれども、

現時点での見通しとしては、本市での負担もやむなしということで補正

をさせていただいておるということです。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。ほかに質疑ありますか。では、２目の商

工振興費について質疑を求めます。 

 

中村博行委員 理科大生の住まいる奨励金ですけども、かなり減っているとい

うことで、２１０人から１０３人ということで、主な原因はどういうこ

とが分かっているでしょうか。 

 

田尾商工労働課長 山口東京理科大学生の住まいる奨励金ですが、全員で３３６人

を対象としております。そのうち、２１０人分を予算で見込んでおった

ところですが、実際に申し込んだものが１０３人ということでごす。こ

ちらは、実際１９６人市内にお住みと。違う。ちょっと詳しく説明しま

すはい。 
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宮本商工労働課主査兼商工労働係長 今年度、この事業の対象が理科大学の

１年生、院生も含めて１年生が対象になっておりまして、全員で１年生

の学生数が３３６人、その内、市内に住民票を置いた学生が１４４人い

らっしゃいます。その内、実際に申請されて交付した学生が１０３人と

なっております。この、実際今１４４人ほど市内に住民票を置いており

まして、内１０３人と７割程度が申請していただいたんですけど、残り

３割を交付していない、もともと申込みをしていなかったということに

なるんですが、理由といたしましては、一番の大きな理由は、学生が申

請するのが面倒くさいというところと、理科大の事務の担当からは聞い

ております。以上になります。 

 

恒松恵子委員 今の理由の一つに面倒くさいというのがありました。たしかに

コストは掛かると思うんですけど、学生向けのアプリとか使用しやすい

電子チケットにするとか、そのような検討はされていらっしゃるんでし

ょうか。 

 

宮本商工労働課主査兼商工労働係長 たしかに、そういったもの、電子マネー、

キャッシュレス関係ですね、そういったものを導入するってのが学生が

一番利用しやすいかなとは思うんですが、それを導入する経費、プラス

実際に店舗のほうで利用するんですけど、店舗のほうにも逆にキャッシ

ュレス関係の機材を置いていただく必要があるというところで、そうな

ると今度は参加していただく店舗がちょっと少なくなるかなという見通

しもありますので、今のところは現状の方法で対応させてもらっており

ます。今後こういったキャッシュレス関係のところは課題になってこよ

うかなとは考えております。以上です。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは歳入

です。２０、２１ページかな。２０、２１ページの商工費、貸付金元利

収入。なし。２２、２３、７節の商工費雑入。なし。７ページの繰越明
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許費。 

 

森山喜久委員 今年の３月末での工事はちょっと完成は見込めないという話だ

ったと思うんですけど、実際どれぐらいまでにはできそうなのか、把握

できていますか。 

 

植田商工労働課課長補佐 厚狭駅のバリアフリーの関係でよろしかったかと思

います。まず、今年度、繰り越すものの中身としましては、在来線側の

６番線と７番線のエレベーターの設置と、あわせて、在来線口に設置し

ます多機能トイレの部分が繰り越しの対象になっております。６番線と

７番線につきましては、このエレベーターにつきましては、来年度末、

来年の３月までにはエレベーターを２基設置できるようにという形で聞

いております。もう１点の多機能トイレに関しましては、３月中に整備

できるように準備を進めておるというところです。 

 

藤岡修美分科会長 ほかに繰越明許費はありますか。防火水槽で、何か追加工

事で、汚水ますを設置するという説明があったんですけど、具体的にも

う少し詳しく説明していただけますか。 

 

久保商工労働課企業立地推進室主任主事 今回、この汚水ますは、今、山口県

が持っている用地の横の道路のところに設置しているんですが、山口県

の用地の汚水ますからこの道路に横断しているのが、採掘した結果で判

明したので、それを支障のないところに移動するというものになります。 

 

藤岡修美分科会長 防火水槽を設置するのに、汚水ますが邪魔になるから、違

うところに汚水ますを作り替えるということでよろしいですか。 

 

久保商工労働課企業立地推進室主任主事 汚水ますから汚水管がつながってお

りまして、掘ったときに汚水管の横断があったため、汚水ますと汚水管

を合わせて少し支障のないところに移動するということになります。 
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藤岡修美分科会長 はい、分かりました。ほかに質疑ありますか。（「なし」

と呼ぶ者あり）それだけかいな。（発言する者あり）いいですよ。 

 

中島好人委員 ２０ページの収入のところで、中小企業の融資金額の貸付金の

ところなんですけども、これは済んでいたらいいですけど。 

 

藤岡修美分科会長 いや、いいですよ。どうぞ。 

 

中島好人委員 この件なんですけども、減額が１，５００万円あるわけですけ

ども、これの予算では２億３，１００万円あるわけですけども、この件

数の見込みと実績の件数がどうだったのか。 

 

宮本商工労働課主査兼商工労働係長 予算を立てる時点での件数は、ちょっと

今手元に資料はないんですが、おおむね例年３０件ぐらいを見込んでは

いるんですが、今年度に関しては現時点２月末時点で１８件、融資実績

の金額に関しては、８，８８３万円ほどの貸付実績があります。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）ほかに質疑は

ありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、経済部商工労働課分

の質疑を打ち切ります。それでは職員入替えのため１０分休憩として、

２時４０分再開とします。 

 

午後２時２８分 休憩 

 

午後２時４０分 再開 

 

藤岡修美分科会長 それでは、分科会を再開します。議案第２号令和４年度山

陽小野田市一般会計補正予算第９回、建設部の土木課分について、執行

部の説明を求めます。 
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中村土木課長 それでは、議案第２号令和４年度補正予算（第９回）に係る土

木課分の説明をします。お手元に「議案第２号参考資料」として事業一

覧表と位置図をお配りしておりますので、併せて御覧ください。説明に

ついては、最初に歳出分を説明した後に、まとめて歳入分を説明いたし

ます。補正予算書４０、４１ページをお開きください。８款土木費、１

項土木管理費、１目土木総務費、１０節需用費及び１２節委託料の補正

予算について説明します。これは、ハザードマップ整備事業で社会資本

整備総合交付金を活用して実施している防災関係事業として、本年度実

施しております高潮ハザードマップの作成及び印刷に係る費用の補正と

なります。ハザードマップの作成については、社会資本整備総合交付金、

補助率５０％を活用して実施しております。事業内容としましては、水

防法の改正による浸水想定区域の見直しに伴う高潮ハザードマップの更

新の事業となります。進捗状況としましては、昨年の１２月２１、２２

日に市内を４地区に分けまして意見交換会を行い地域の皆様の御意見を

お聞きしました。それを受けて、ハザードマップ案の修正を行い、現在、

最終の原稿が出来上がりましたので、印刷を委託しているところです。

印刷部数については、市内の全戸配布分、要配慮者利用施設、学校や防

災関連機関等を含めて２万９，０５０部としております。補正の理由に

つきましては、ハザードマップ作成業務、印刷業務ともに入札差金分が

減額となっているものです。金額は、需用費を２万６，０００円、委託

料を３９２万１，０００円の減としており、ハザードマップに係る印刷

製本費、当初予定事業費９０万円を２万６，０００円減額して８７万

４，０００円に、また、ハザードマップ作成委託料、当初予定事業費

８１６万円を３９２万１，０００円減額して４２３万９，０００円に補

正しております。それでは、続きまして、８款土木費、１項土木管理費、

１目土木総務費、１８節負担金、補助及び交付金、県事業負担金の補正

予算について説明します。これにつきましては、お手元に参考資料を配

布しておりますので併せて御覧ください。これは、山口県において実施

していただいている急傾斜地崩壊危険区域における崩壊防止施設築造と
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既存施設の老朽化対策等に係る負担金です。今年度の施工場所は、参考

資料３ページ目の３と示しているのが梶下地区で、４と示しているのが

波瀬の崎地区となります。負担率については、参考資料１ページ目に記

載しております。補正の理由は、県から示された事業精算額にあわせて

負担金を減額するもので、予算額１，６００万円を８６６万円の減額し

７３４万円に補正します。それでは、続きまして、８款土木費、２項道

路橋りょう費、１目道路橋りょう総務費、１２節委託料の補正予算につ

いて説明します。これは、道路法で作成が義務づけられている道路台帳

について毎年更新する事業です。今年度も修正箇所の更新を委託してお

りますが、予定していた県道からの移管が翌年度以降に実施されること

になったため減額補正するものです。金額は、入札差金分の減額を合わ

せて、委託料を９００万円減額しており、当初予定事業費２，０８７万

１，０００円を９００万円減額して１，１８７万１，０００円に補正い

たします。それでは、続きまして、８款土木費、２項道路橋りょう費、

１目道路橋りょう総務費、１８節負担金、補助及び交付金、県事業負担

金の補正予算について説明します。先ほどの県事業負担金と同様に、県

において実施していただく県道事業の負担金となります。事業について

は、参考資料３ページ目に５と示してあるのが県道西万倉山陽線、６と

示してあるのが県道埴生停車場線、７と８で示しているのが県道奥万倉

山陽線、９が県道宇部船木線となります。以上４路線５か所において事

業を進めていただいておりますが、その事業費の一部を負担しておりま

す。補正の理由は、先ほどと同様に県から示された事業清算額にあわせ

て負担金を減額するものです。金額は予算額１，２１０万円を１６０万

円減額し１，０５０万円に補正します。次に８款土木費、２項道路橋り

ょう費、４目道路新設改良費、１２節委託料、１４節工事請負費、１６節

公有財産購入費及び、次のページの２１節補償、補填及び賠償金の補正

予算について、まとめて説明します。これは、橋りょう長寿命化及び通

学路安全対策等の国の補助金を活用して実施している道路関係事業とな

ります。事業については、参考資料の４ページ、５ページ目にある「道

路更新防災等事業」、「社会資本整備総合交付金事業」の部分が対象と
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なります。この位置図には、現在、土木課の手掛けている当該事業が挙

げてありますので参考にしてください。補正の額につきましては、本年

度、国から内示された国費の交付率に応じて事業費を調整しております。

参考までに申し上げますと、内示率は事業全体で約７６％となっており

ます。また、補助率につきましては、道路更新防災等事業いわゆる橋り

ょうの補修に関する補助金が５５％の補助率、社会資本整備総合交付金

で実施している事業のうち、通学路安全対策が５５％の補助率、道路改

良が５０％となっております。補正の内訳は、１２節委託料が６７０万

４，０００円の減額、１４節工事請負費が１，８０７万２，０００円の

減額、１６節公有財産購入費が１，３４４万円の減額、２１節補償、補

填及び賠償金が３００万円の減額となっており、道路更新防災等事業と

社会資本整備総合交付金を合わせた当初予定の事業費１億７，３５０万

４，０００円から４，１２１万６，０００円を減額して１億３，２２８

万８，０００円に補正します。次に８款土木費、３項河川費、１目河川

管理費、１８節負担金、補助及び交付金について説明します。これは、

山口県において行っていただいている河川関係の県事業負担金の減額補

正です。内容につきましては、参考資料２ページ目に示してあります事

業一覧のとおりとなります。場所は、参考資料３ページ目の１が焼野海

岸自然災害防災事業で、きららビーチ焼野の海水浴場の整備、２が郡津

布田海岸老朽化対策緊急事業で海岸整備となります。補正の理由は、県

から示された事業精算額にあわせて負担金を減額するもので、予算額

１，３９０万円を４２０万円減額し９７０万円に補正します。次に、８

款土木費、４項港湾費、１目港湾管理費、１８節負担金、補助及び交付

金について説明します。これは、山口県において行っていただいている

港湾関係の県事業負担金の減額補正です。内容につきましては、参考資

料２ページ目に示してあります事業一覧のとおりとなります。場所は、

参考資料３ページ目の⑪、⑫が海岸防災事業、東高泊地区の高潮対策、

⑬、⑭が港湾整備事業で小野田港港湾施設の機能強化を目的とした補修

となります。補正金額につきましては、当初予算８，２２０万円を

３，３９８万３，０００円減額し５，８２１万４，０００円に補正しま
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す。歳出の最後となりますが、４８、４９ページをお開きください。１１款

災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう河川災害

復旧費、１４節工事請負費の補正予算について説明します。これは、今

年度の豪雨において道路７か所、河川１０か所、計１７か所が被災した

公共土木施設について復旧する事業になります。昨年、国の査定が終わ

りまして、現在、全ての工事の契約を締結している状況です。減額理由

としましては、工法についての見直しなど事業費の精査によるものと併

せて、入札差金が生じたことによるものです。金額については、委託費

を含みます予算額２億８，８６６万４，０００円のうち、工事請負費を

１億９９０万円減額し、１億７，８７６万４，０００円に補正するもの

です。次に、歳入について説明します。１４、１５頁をお開きください。

１３款分担金及び負担金、１項分担金、１目土木費分担金、１節土木管

理費分担金について説明します。これは、山口県が実施した波瀬の崎地

区の急傾斜地崩壊対策事業に伴う受益者負担金を事業費にあわせて減額

するものです。補正金額につきましては、当初予算３００万円を２００

万円減額し１００万円に補正します。次に、１６、１７ページをお開き

ください。１５款国庫支出金、１項国庫負担金、４目災害復旧費国庫負

担金、１節公共土木施設災害復旧費国庫負担金について説明します。公

共土木施設災害復旧費につきましては、災害査定を受けるに当たり、工

法の見直しなど事業費の精査や入札差金が生じたことによる減額で、２億

１，１１０万８，０００円のうち、土木課分１億７，１４１万９，０００円

の予算を１億１３２万円４，０００円減額し７，００９万円５，０００円

に補正します。次に、１５款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費

国庫補助金、１節道路橋りょう費国庫補助金について説明します。社会

資本整備総合交付金及び道路更新防災等対策事業費につきましては、高

潮ハザードマップ事業の精算、道路等事業に関する事業費は、国の内示

にあわせて減額するもので、合わせて２，３９８万８，０００円を補正

します。次に、２２、２３ページをお開きください。２２款市債、１項

市債、６目土木債、１節から４節まで説明します。１節土木管理債は、

県事業、急傾斜地崩壊対策事業によるもので６４０万円の減額、２節道
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路橋りょう債については、市が実施する道路等補助金に関する事業、県

道の整備に係る負担金の減額となり、１，６７０万円減額します。３節 

河川債、海岸環境整備事業債は、焼野海岸及び郡津布田海岸の老朽化対

策事業で実施されている県事業負担金によるもので４２０万円の減額、

最後に、４節港湾債は、東高泊地区の高潮対策及び小野田港に係る県事

業の負担金で１，９４０万円の減額としております。起債の最後となり

ますが、２４、２５ページをお開きください。２２款市債、１項市債、

１０目災害復旧債、１節公共土木施設災害復旧債の説明をします。これ

は、先ほど説明しましたとおり、災害復旧費の減額補正に伴う市債の補

正で、４，５８０万円の減額となります。歳入及び歳出の説明が終わり

ましたので、引き続き繰越明許に係る補正について説明します。８ペー

ジを御覧ください。８款土木費、１項土木管理費、急傾斜地崩壊対策事

業に係る繰越明許について御説明します。これは、国の補助を受けて施

工した急傾斜地崩壊防止施設について、老朽化に対する緊急改築を行い、

地域の安全を図ることを目的に、山口県が実施している事業であり、そ

の事業費の一部を負担するものです。この度、梶下地区の事業において、

繰り越す旨の通知が県からありましたので繰り越しするものです。繰越

金額は、３６７万９，０００円になります。次に、８款土木費、２項道

路橋りょう費、県道改良事業に係る繰越明許について御説明します。こ

れは、山口県が行う県道改良事業に係る事業費の一部を負担するもので、

補正予算でも説明しましたが、県道西万倉山陽線、県道埴生停車場線、

県道奥万倉山陽線、県道宇部船木線の４路線について、県から繰り越す

旨の通知がありましたので繰り越すものです。繰越金額は１８１万

９，０００円になります。次に、８款土木費、２項道路橋りょう費、防

災・安全交付金事業に係る繰越明許について御説明します。まず、市道

浜崎１号線の改良工事についてです。これは、２級河川前場川の改修工

事に併せて道路を拡幅する工事で県に工事委託している事業になります。

この事業についても、県から繰り越す旨の通知がありましたので繰り越

しするものです。次に、通学路安全対策事業についてです。この事業に

ついては、継続して工事を実施している市道片山梅田線について繰り越
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すこととしております。繰越理由につきましては、用地買収が難航し、

本工事に係る適正な工期の確保が困難となったためです。繰越金額は合

わせて３，６７２万円になります。次に、道路更新防災等対策事業につ

いて説明します。これは、橋りょう長寿命化に係る事業が対象となって

おります。工事箇所としては、上木屋地区の有帆川に架かる第一高千帆

橋について繰り越すこととしております。理由につきましては、施工範

囲の増加及び、一部の工事材料について製品入荷の遅れが生じているこ

とから、本工事に係る適正な工期の確保が困難となったためです。繰越

金額は２，２８５万７，０００円になります。次に、８款土木費、３項

河川費、海岸環境整備事業に係る繰越明許について御説明します。これ

は、先ほど説明しました郡津布田海岸老朽化対策緊急事業で、郡津布田

海岸の護岸改修工事になります。これについても、県から繰り越す旨の

通知がありましたので繰り越すものです。繰越金額は１９８万円

１，０００円になります。次に、８款土木費、４項港湾費、海岸防災事

業、港湾整備事業に係る繰越明許について御説明します。まずは、海岸

防災事業に係る繰越明許について御説明します。これは先ほど説明しま

したが、東高泊地区の高潮対策について県が行っている事業になります。

この度、県から繰り越す旨の通知がありましたので繰り越すものです。

繰越金額は１，５１０万円になります。次に、港湾整備事業に係る繰越

明許について御説明します。これも先ほど説明しましたが、港湾整備事

業で小野田港港湾施設の機能強化を目的とした補修事業で、県が行って

いる事業になります。この度、繰り越す旨の通知が県からありましたの

で繰り越すものです。繰越金額は１，６６０万円になります。最後に、

１１款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、公共土木災害復旧事

業について御説明します。これにつきましても先ほど御説明しましたが、

道路７か所、河川１０か所、計１７か所が被災し査定を受けており、そ

の内１０契約を繰り越すものです。主な理由としましては、地元との調

整に不測の日数が掛かっていること、材料の入荷に遅れが生じているこ

とで適正な工期を確保することが難しいため、繰り越すものです。金額

は１億８２０万４，０００円を繰り越すことにしております。長くなり
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ましたが、説明は以上です。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 

藤岡修美分科会長 中村課長にちょっと質問ですけども、今の繰越明許費で、

２項の道路橋りょう費の防災安全交付金事業、県工事の委託等々の説明

があって、金額が３６７万２，０００円って言われたと思うんですけど

も、３，６７２万円の間違いだと思いますが、よろしいですか。 

 

中村土木課長 ３，６７２万円の間違いです。すみません。 

 

藤岡修美分科会長 確認しました。それでは、歳出から質疑に移りたいと思い

ます。４０、４１ページです。まずは、１目の土木総務費です。ハザー

ドマップ関連の説明等々ありました。 

 

森山喜久委員 ハザードマップの作成委託料の件で、全戸配布で各関係機関の

に配布されると言われたんですけど、一応完成の予定日と全戸配布なら

全部配布するとき時の方法をどうお考えか、教えてもらえますか。 

 

中村土木課長 ほぼ完成している状態で、印刷業者と打合せを行いまして、印

刷する方向で詰めておりまして、３月いっぱいには終わって配布できる

ような準備を進めている状況です。 

 

森山喜久委員 配布するときは、自治会便なりを使う予定ということですか。 

 

中村土木課長 配布時期としましては、４月１日号の広報と一緒に配布できれ

ばということで、準備を進めているところです。以上です。 

 

森山喜久委員 学校や出先機関のところは、やはり同じように４月１日に配布

しておると理解していいですか。それともちょっと遅れそうですか。 

 

中村土木課長 配布は総務課にお願いしているところなんですが、なるべく新
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年度早くに配布できるようにしていきたいと考えています。 

 

藤岡修美分科会長 ほかにはよろしいですか。（うなずく者あり）それでは、

道路橋りょう費の１目道路橋りょう総務費、道路台帳整備、それから県

事業の負担金関連です。 

 

中島好人委員 道路新設改良費で、もろもろずっとまとめて説明がありました

けども、その中で気になった点があります。要するに通学路マークに５０％

補助って言われましたが、通学路については要望というか改善箇所が何

箇所あって、それがもう全て実施されたのか。改善された率とか、その

辺のところの状況について、お尋ねしたい。 

 

三塩土木課道路整備係長 通学路に係る危険個所につきましては、教育委員会

がやられております交通安全プログラムに基づいて、危険個所として整

理しております。市道に係る危険個所につきましては、現在１５３か所

ありまして、そのうち対策済み件数として９１箇所、対策率としまして

は５９．５％となっております。 

 

中島好人委員 そうすると、半分強が実施されたけども、まだ半分ぐらいが残

っていると。残っているのに減額されるのは、どういう趣旨によってで

すか。やっぱ通学路というのはなるべく急いで改善を進めるというのが

常道ではないかと考えるんですけど、その理由については。 

 

中村土木課長 この度の減額補正については、先ほどちょっと説明しましたけ

ど国の内示によって７６％ということで、１００％の内示を頂けなかっ

たということで、やむなく減額しているということです。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（うなずく者あり）１目道路橋りょう総

務費と道路新設改良費に移りました。 
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恒松恵子委員 道路新設改良費の公有財産購入費で、用地の買収ができなかっ

たとおっしゃっていましたが、めどは立っていらっしゃるんですか。買

収できたらすぐ工事に取り掛かるとかはありますか。 

 

中村土木課長 先ほどもちょっと説明しました片山梅田線の用地買収を進めて

おりまして、今年度、施工延長９０メートルということで１１筆の方の

用地買収の予定がありまして、令和２年度から関係地権者と調整させて

いただいて、昨年１０月に、地権者の皆様から買収に関する承諾を受け

て、進める運びになっていたところ、工事を進める場所に宅地の造成計

画が起こりまして、それとの調整に不測の日数が掛かって、今、やっと

契約が進んでおりまして、３月中旬頃までには買収が完了しまして、工

事につきましては、その後、なるべく早く進めていきたいと考えておる

ところです。 

 

藤岡修美分科会長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）道路橋りょう

総務費の委託料で、先ほど道路台帳の委託料、整備委託料９００万円、

これ、入札減という説明があったんですけれども、これ、設計に対して

どれぐらいの落札率になるんですか。 

 

中村土木課長 もう一つありまして、県道の移管の予定がありまして、道路台

帳については県道の移管が令和６年度以降にずれ込みましたので、それ

に伴いましてば大幅の減額というのが、入札減もありますが、どっちか

というと県道の移管によって大幅な減額なっているということです。 

 

藤岡修美分科会長 業務量自体が減ったと考えていいですね。 

 

中村土木課長 そのとおりです。 

 

藤岡修美分科会長 ほかに質疑はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）それ

では、４２、４３ページの３項河川費、河川管理費で質疑はありますか。
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県事業の負担金の関係です。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは４項の港湾費の港湾管理費も県事業の負担金の関係です。よろ

しいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）４８、４９ページの災害復旧費

ですね。工事請負費がかなり減額になっております。工事費の減額で１

億円といったらかなりの減額なんですけども、説明で工法の変更とあり

ました。具体的に説明していただけますか。 

 

中村土木課長 災害査定という根本的なものがあるんですけど、災害復旧事業

は災害発生後に現地測量を行い、査定設計書を作成した後、国の査定を

受けて事業を実施する流れになりますが、予算要求時には、事業費が確

定していないため最大限となる数字、国への被害報告額で予算要求をさ

せていただいておるところです。また、査定事業費が国の報告した災害

報告額を超えることができないため、被災報告額は推定される最大の災

害復旧費を想定して設定しているため、多めの事業費になると考えてお

ります。この金額を超えることができなくなりますので、最大限、分か

らない部分も含めてちょっと多めに被害報告しているのが現状です。よ

って査定設計書の作成、国の査定、入札減等を含めまして大幅な減額に

なっていると考えております。 

 

藤岡修美分科会長 それにしても１億円ってすごい減額ですが。 

 

中村土木課長 長沢大須恵線というところが被災しまして、かなり深いところ

に暗きょを掘る工事になっているんですが、その工法が、どうやってや

るかもなかなか確定しなかったのが今回一番大きな原因だと考えており

ます。 

 

藤岡修美分科会長 その工事が安い工法でできたと考えていいですか。 

 

中村土木課長 そのとおりです。 
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藤岡修美分科会長 ほかに質疑はありますか。それでは、歳入に移りましょう。

１４、１５ページの分担金です。土木費分担金です。（「なし」と呼ぶ

者あり）１６、１７ページの災害復旧費の国庫負担金です。よろしいで

すか。（「なし」と呼ぶ者あり）国庫補助金、土木費国庫補助金です。

（「ありません」と呼ぶ者あり）２２、２３ページの市債です。土木債

１節から４節までです。よろしいですか。（うなずく者あり）２４、

２５ページの災害復旧債です。よろしいですか。（うなずく者あり）繰

越明許費、８ページ。８款土木費と１１款の災害復旧費です。よろしい

ですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは、質疑を打ち切ります。以

上をもちまして、産業建設分科会を終わります。（発言する者あり）失

礼しました。審査番号④番、建設部、都市計画課分に係る……（発言す

る者あり）じゃ、１０分休憩……５分でいい。じゃ、職員入替えのため

５分休憩します。 

 

午後３時１５分 休憩 

 

午後３時２０分 再開 

 

藤岡修美分科会長 それでは分科会を再開します。議案第２号令和４年度山陽

小野田市一般会計補正予算（第９回）について、都市計画課と建築住宅

課の説明をお願いします。 

 

高橋建設部次長兼都市計画課長 都市計画課に関する歳出、歳入、繰越明許を

通しで説明させていただきます。４２ページ、４３ページの８款土木費、

５項都市計画費、１目都市計画総務費につきましては、１，３８０万円

を減額補正するものです。１８節負担金、補助及び交付金、県事業負担

金１，３８０万円の減額補正につきましては、山口県が公園通り周辺で

実施しています都市計画道路新開作二軒屋線整備事業に関するものです

が、拡幅工事に伴う支障物件の移転について関係者との調整に時間を要

したため、予定していた事業ができなくなったとのことですので、それ
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に伴い減額するものです。続きまして、２目緑地公園費につきましては、

６７６万３，０００円を減額補正するものです。１２節委託料１２０万円

の減額は、竜王山公園環境美化業務の落札減に伴うものです。１３節使

用料及び賃借料７８万１，０００円の減額は、竜王山公園オートキャン

プ場の出入口ゲート機器類賃貸借の契約開始時期の変更に伴うものです。

１４節工事請負費４７８万２，０００円の減額は、五つの工事の落札減

に伴うものです。件名は、江汐公園見晴らし塔撤去工事、本山岬公園整

備工事、江汐公園トイレ改修工事、江汐公園園路改修工事、竜王山公園

トレーラーハウス撤去工事の５本です。続きまして、歳入について説明

します。補正予算書２０ページ、２１ページの１９款繰入金、１項基金

繰入金、１節江汐公園施設整備基金繰入金について３７０万５，０００円

の減額となっておりますが、歳出で説明しました、江汐公園で行いまし

た工事３件、見晴らし塔撤去工事、トイレ改修工事、園路改修工事の減

額に伴うものです。続きまして、２３ページの２２款市債、１項市債、

６目土木債、５節都市計画債、公園整備事業債９０万円の減額補正は、

本山岬公園整備工事の減額に伴うものです。次の都市計画道路整備事業

債１，２５０万円の減額補正は、都市計画道路新開作二軒屋線整備事業

の減額に伴うものです。続きまして、繰越明許費補正について説明しま

す。８ページの８款土木費、５項都市計画費、都市計画図更新事業

５９９万円につきましては、都市計画総括図を修正する業務であり、こ

の業務に関係する都市計画基本図の更新業務が関係機関との協議に不測

の日数を要したため繰り越すもので、令和５年１２月頃の完了を予定し

ております。この事業につきましては、別途お配りさせていただいてお

りますＡ４横の、補足説明資料にて、佐久間係長から説明させていただ

きます。 

 

佐久間都市計画課計画係長 別途お配りしております補足説明資料に沿って、

説明します。繰り越しを予定しているのは、資料下段枠の都市計画総括

図他修正印刷業務委託に係る予算です。その関連する業務となりますの

が上段枠の衛星リモートセンシングデータを利用した都市計画基本図更
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新業務委託です。この二つの業務の関連性について説明するに当たり、

まずは総括図と基本図について説明します。総括図とは、都市計画法に

より定められた都市計画の決定情報を表示したものになります。用途地

域や都市施設など、都市計画として定めた内容を、背景となる地形図に

表示します。その総括図の背景図として利用するのが、基本図と呼ばれ

る地形図になります。作成した基本図に都市計画の決定情報を表示する

こととなります。資料の上段枠にある衛星リモートセンシングデータを

利用した都市計画基本図更新業務を御覧ください。当業務は令和３年度

に予算化し、９月に着手しました。衛星画像データを利用した基本図の

更新は、公共測量としては新たな測量技術として国土地理院との協議を

必要とします。その国土地理院との協議に不測の日数を要したため、令

和４年度に繰り越すこととしました。令和４年１１月にようやく国土地

理院との協議が終了し、全国で初となる衛星画像データを利用した公共

測量として認めていただきました。協議の中で、衛星画像データの利用

範囲について、平坦地に限り適用が認められ、山間部については適用で

きないとされました。これは、起伏のある山地部については、衛星画像

データでは測量法に基づく作業規定の準則に定める基準値を満足できな

いことが要因であります。これを受け、令和４年度に繰り越した業務で

は、山間部における基本図の更新までとしました。衛星画像データを利

用した基本図の更新については、令和５年度に実施する予定とし、新年

度予算として御審議いただく予定としております。それでは下段の都市

計画総括図他修正印刷業務委託を御覧ください。総括図の更新は背景図

として基本図を利用するため、関連する基本図更新業務の進捗に合わせ

て、繰り越しを伴う業務期間の延長を行うものであります。現在の基本

図は平成１８年度に作成したもので、約１７年間更新がなされていない

状況です。基本図の更新はおおむね５年ごとの更新が望ましいとされて

いますが、航空写真測量による基本図の更新は多額の費用を必要とする

こともあり、長きにわたり更新できていない状況が続いていました。そ

の中、日常的に周回する衛星画像データを利用することでコストメリッ

トを図る観点から、今回の新たな測量技術への利用に向けた事業を行う
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こととなった次第です。以上で補足説明資料に沿った説明を終わります。 

 

臼井建築住宅課長 補正予算書４２、４３ページを御覧ください。８款土木費、

６項住宅費、１目住宅管理費、１２節委託料、アスベスト調査委託料を

１６７万５，０００円、耐震診断員派遣業務委託料を９６万２，０００円

減額し、同じく１４節工事請負費を２，６９８万８，０００円減額しよ

うとするものです。減額の理由としましては、アスベスト調査委託料に

つきましては、当初予算では、萩原団地及び平原団地の解体工事に先立

って、１棟当たり４５万円を見込んでおりましたが、危惧していたアス

ベスト含有建材が実際にはそれほど無かったために、執行額が５７万

４，０００円余りにとどまったことによります。耐震診断員派遣業務委

託料につきましては、当初、２０件を予定しておりましたが、今年度は

７件の申込みにとどまったことによります。次に、工事請負費の減額に

つきましては、今年度、古開作第二団地Ｂ棟屋根防水工事、同じくＩ棟

外壁改修工事、萩原団地３３・３５・３６棟解体工事、平原団地２４・

２５棟解体工事を実施しました執行残です。歳出につきましては、以上

です。引き続き、歳入について御説明します。屋根防水改修工事と外壁

改修工事には、その事業の特定財源として、国庫支出金が２分の１、耐

震診断員派遣業務には、国庫支出金が２分の１と県支出金が４分の１充

当されておりますので、歳出の減額に伴い歳入を調整しようとするもの

です。１６、１７ページをお開きください。１５款国庫支出金、２項国

庫補助金、５目土木費国庫補助金、２節住宅費国庫補助金を４９５万

８，０００円、続きまして１８、１９ページの１６款県支出金、２項県

補助金、６目土木費県補助金、２節住宅費県補助金２４万１，０００円

減額いたします。２２、２３ページの２２款市債、１項市債、６目土木

債、６節住宅債を事業の執行に併せまして、同様に２，２７０万円減額

します。説明は以上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

藤岡修美分科会長 執行部の説明が終わりました。委員の質疑を求めます。

４２、４３ページの歳出、５項都市計画費の都市計画総務費並びに緑地
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公園費で質疑がありましたら。 

 

恒松恵子委員 １節の都市計画総務費の県事業負担金は、公園通りの道路の関

係ができなくなったことによる中断だと思います。市民の関心が大変高

い通りなんですけれども、工事の開始時期とか開設時期は未定という判

断でよろしいですか。 

 

佐久間都市計画課計画係長 実は令和４年度も僅かではありますが工事は行っ

ております。ですから、中断、中止しているわけではなく、事業量が減

った状態で進捗しております。県からは、補償に関する協議が難航して

いると聞いております。外からの見た目は少し停滞しているように見え

るんですが、事業期間を延長しながら引き続き取り組んでいくとお聞き

しております。 

 

恒松恵子委員 例えば、何年後とかいうことも今の状態では言えないというこ

とでいいですか。 

 

高橋建設部次長兼都市計画課長 この事業につきましては、恒松委員が言われ

るとおり、市としても大変注目している事業です。これは都市計画事業

ですので、事業認可を取ってやる事業です。当初は令和２年度までの事

業認可で事業を進められておりましたが、現在４年延伸されまして、令

和６年度までの事業認可でやっていらっしゃるということになります。

これは事業上の数字ですので、それ以上のことは申し上げられませんが、

市としても１日も早く、この道路改良が終わるように山口県に働き掛け

ていきたいと考えております。 

 

藤岡修美分科会長 ほかによろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）同じペ

ージの住宅費に行きましょうか。（「はい」と呼ぶ者あり）６項住宅費

はよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは歳入の２０、２

１ページの基金繰入金の江汐公園施設整備費は、よろしいですか。（「な
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し」と呼ぶ者あり）２２、２３ページの市債の都市計画債並びに住宅債

はよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）８ページの繰越明許費、

都市計画図更新事業は資料で説明がありましたけれども、よろしいです

か。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは、建築住宅関係の１６、１７ペ

ージ、歳入の土木費国庫補助金の住宅費国庫補助金はいいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）質疑はよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは、質疑を打ち切ります。以上で、一般会計予算決算常任委員会

産業建設分科会を終わります。 

 

午後３時３７分 散会 

 

令和５年（2023 年）２月２８日 

 

  一般会計予算決算常任委員会産業建設分科会長 藤 岡 修 美   


